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鈎号 (2004)

を す

林留

21世紀に入ってから「海洋深潜水Jをキャッチプレーズにした商品を

がヲ「海洋深麿水Jは海水浴でうっかり飲んで、しまうようないわゆる

か.r海洋深罵水Jの特性を考えると雪深層という言葉は単に深さ
の概念を含んでおり曹

はヲ海洋学における

ータを紹介しヲ ムと

し「海洋深層水jとは向か

は深けれ

@特性を解説すると共に曹

た側面から「海洋深露水Jについ

近年， r海洋深層水Jの使用を付加価値とし
らの商品比日本国内の海洋深層水取水施設から汲み上げられた海水をラ

く見かけるようになった

とどう違うのだろう

るばかりではなし

いのである@本稿で

に関係する最新の

る@

く出囲っている@それ

または一部脱塩した

後雪原材料の一部として使用したものである.r海洋深層水Jは曹どの様な特性 った海水なのだ

ろうか.これを明らかにするために雪まず海水を理解することから始めよう，

(1)海水の定義:海洋や湖沼などの水留に存在する水やヲ降水(雨)を一般に環境水と云う.その

中でヲ河JI!や湖沼などの陸上の水留に存在する環境水はラ海水に対して陸水と呼ばれ曹河口域では

水と海水が混合して汽水と呼ばれる両者の中間的な特徴を持った環境水が見られる@海水と経水@

水の区分は雪環境水に含まれている塩類の濃度(これを塩分または塩濃度という)で定義されてお

りヲ塩分が28以上の場合は海水とみなされる@現在ヲ海洋学で使用されている塩分は， 1978年にユネ

スコにより提唱された「水温15
0

Cヲ 1気圧において 1kg中に塩化カリウムを32.4356g含む溶液と

気伝導度が等しい海水の塩分をおとするJという定義に基づいているため単位がないが害実質的には

塩分28は海水 1kg中に塩類が28g溶けている状態ヲつまり重量比で28%0(パーミル)とみなすこと

ができる e そのため曹海洋物理学から離れた海洋生物学などの分野ではラ現在でも塩分の単位として

%。を使用している論文がある.新聞の科学構などで塩分を“塩分濃度"と表記している例が最近多く

見受けられるがヲこれは“塩濃度濃度"と呼んでいるようなものでヲ学術用語として適当でない。

(2)深度による海洋の区分:海底より上にある海水部分はヲ海底環境と区別するために水柱環境と

呼ばれる。海洋学では深度により水柱環境を区分しておりラ図 1に示したようにラそれぞれの区分は

浅いものから願に表層 (0 200 m入中層または中深層 (200-1，000m)ヲ漸深層または漸深海層

(1 ， 000 -4 ， 000 m入深層または深海層 (4，000 -6 ， 000 mλ 超深海層 (>6，000m) と定義されてい
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る。この内ヲ漸深層以深の3層はまとめて深層と呼ばれ雪深層の体積は海洋の水柱環境の総体積 (13

km3) のおよそ90%に相当する(図 2). このように9 海洋の水柱環境において深層は量的に大変

るが曹このことは海面から海底までの深さ(水深)を全海洋で平均すると3，730mになりヲ

る深さであることからも直感的に理解できる@図 1Vこ示した水柱環境の区分はヲ

る生物の種類が深度により異なることから定義されたものであるがヲそれぞれの区分によっ

図上
L
S小 国ム G. 

1 .日本国内で採取されている「海洋深層水jの採取開始年ヲ
ーをイすしである。
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90号 (2004)

きや化学組成に特徴がありラ広く受け入れられている.

2004年9丹現在インターネットで紹介されている日本国内の「海洋深麗水J採取ouを表1~こ示し
た@採水深度が明記されていない例もあるがヲ「海洋深層水Jは沖縄県の「沖縄海洋深層水jの一例

を除くとヲ海面から300'"'-'700mの深さ(深度)から採取されていることがわかる@ところが曹関 1

に当てはめると雪深度300'"'-'700mは深層ではなく中漕に属するためヲ「海洋深層水jは海洋学では中

に分類される，突はヲ「深層水Jの名は海洋学的定義に基づいたものではなし表層水に対轄す

る言葉として選ばれたのである@

ムイメージ戦略から探る f海洋深層水jの特性

と中層以深の

はヲ「低温安定性ム

では雪深度以外に何が違うのだろうか.r海洋深麿7j(Jの多く
「清浄性ム「ミネラル特性ム「熟成性Jの何れかをキャッチプレー

ズとして掲げている.それら えることでラ「海洋深層水Jと表層水の違いを明

らかにしよう@

(1)熟成性と抵温安定性:熟成性を誕った「海洋深層水Jは少ないが，表1に示した 5つの特徴の

中で空深層水の本質を最もよく表しているのが熟成性である.熟成性はヲ英語の vintage(古くて価

値のある)を連想すると理解しやすい.ここで苦海水が古い9 またはヲ海水が新しいというのは空海

くの海水が深い方に沈み込んで雪大気や太陽放射(日光)の班接的な影響から逃れてから現在ま

でに経過した持関を意味するラ相対的な概念である@

2004年5月の駿河湾中央部におけるラポテンシャル水混との(シグマシータと読む)の深度に対

する分布を図3に示した@ポテンシャノレ水温とはヲある深度の海水を海面まで持ってきたときの水温

で，元の深さにあったときの水温は現場水温という.ポテンシャル水温はラ海水の動きを考える場合

に用いる.ちなみに，ポテンシヤノレ水混と現場水温の差は深いほど大きし深度5，000mでポ

テンシャノレ水温の方が現場水温より0.50Cほど低い@のとは9 海水の密度を表す指標の一つであり型

式(1)で定義される@

σ8 (海水のポテンシャノレ密度-1)x 1000 (1) 

ここで海水のポテンシャル密度の単位はkg/m3で、ありヲのには単位がない.海水のポテンシャル密

度とはヲ塩分とポテンシャル水温で決まる海水の密度であり，海水の動き決める重要な要素である.

今曹塩分35の海水を例にとってのについて考えるとラ真水の密度は 40C，1気圧で約 1kg/m3であ

りヲこれに海水1kgあたり35gの塩類の重さを加味するとヲ塩分35の海水のポテンシャル密度は，

ポテンシャル水温が40Cのときに約1.035kg/m3，のは約35と求まる.海面付近の海水は太陽放射に

より温められて比較的軽いが(すなわちのは小)ラこれに対して太陽放射が届かない深層の海水は冷

たし重い (σθは大) (図 3). このようにヲ水柱環境は軽い海水が重い海水に載った何層もの層状

構造になっておりヲこれを海洋構造という.太陽放射の影響を受けない深層水はヲ低温でヲ且つヲ

節による水温の変化に乏しい.これが，深層水の「低温安定性jである.深層以深では水温が安定し

ているため海洋構造は比較的安定であるが曹中層以浅では水温の変化により海洋構造が逆転すること

がある.例えば，冬に気温の低下により海面が冷やされると付近の海水の密度(ヴθ)が増大するが，
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との(右)の深度分布.

海水が大気により直接冷やされない深度では?気温が低下しでも海水の水温はほとんど変わらないた

め曹 σθの変化は極めて小さし上の海水とののの大小関係が逆転することがある@その場合曹大気

に冷やされて重くなった上の海水はラ周囲ののが自身ののに等しくなるまでヲ沈み込む@冬は風が

強いので雪実際には風による海水の撹乱も海面付近の海水を沈み込ませる効果がある@表躍の海水が

沈み込むと警それを補うように下から海水が上昇し9 海水の混合が起きる@

表謄水の沈み込みが最も顕著なのは9 冬のグリーンランド沖である@この海域の表関水は曹メキシ

コ湾流により亜熱帯かち高塩分の海水が大量に運ばれるため曹塩分が高い@また雪真水は 40Cで密度

となるがヲ海水では塩類の溶解による凝題点降下が生じラ塩分25以上の海水では水温が氷点、に

るまで密度は大きくなる@氷点に達すると海水は権類を吐き出しながら氷になり曹海氷の周囲の

海水は塩分が増す@従って曹冬のグリーンランド沖では元来の高塩分な性質じ長期の冷却により 9

表層水ののが非常に大きくなり雪 1，500m まで沈み込む (Rudelset al.， 1989). こうして沈み込んだ

海水は南下し警南極沖で沈み込んだ海水と混ざってさらに冷やされた後p 東に向かい曹途中p 用閣の

海水により温められて徐々に深度を上げながら太平洋を北上し9 最終的には風による表層水の移動を

補うように太平洋の北部で海面まで上昇する@

冬にグリーンランド沖で表謄水の沈み込みにより形成された深層水が曹北太平洋に達するまでにか

図3.2004年5月の駿河湾中央部におけるポテンシャ)!，.t水温(左)
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かる

卯号 (2004)

の炭酸成分 オン曹

(14C)の量から推定できる.14Cは大気中の窒素記

した14Cは放射壊変により一定の速度で窒素に変化するためラ 14C

ンの総称) まれる

により14Cが失われてもラ宇宙線の衝突により絶えず14Cが生成しているた

め事 14Cの割合(14CjI2C比)は比較的高い@一方空海面近くの海水ではヲ大気から二酸化炭素が供

給されるため警炭酸成分中の14CjI2C比は大気中の二酸化炭素の14CjI2C比と等しし比較的高いが雪

沈み込んで大気から隠離されると14Cが新たに挟給されないためラ放射壊変によりその量は減少す

る.従って曹海水が大気と接するのを止めてからの時間予すなわち海水の年代は曹炭酸成分の14C

と12Cの量を比較することで評髄できる.実際には型海水中には有機物の分解により生成した炭酸成

分やラ宥孔虫の殻などの生物起源の炭駿カルシウムが溶解して生成した炭酸成分など14Cの割合が高

い炭酸成分も存在している。このためヲ 14Cによる年代は様々な年代の平均値でありヲ見かけの年代

と呼ばれることもある。現在はヲ核実験などの影響により大気中の14CjI2C比が高いため雪基準とな

る14CjI2C比は1950年の値を用いる.そのためラ 14Cによる見かけの年代は1950年から起算し， yBP 

(years before presentの略)という単位を付す@海水の見かけの14C年代で最も古いものは北太平

の亜寒帯域 (400N付近)アメリカ沖の深度2，000'"'-'3，000m付近の海水であり雪その年代は約

2，100yBPである(角皆@乗木， 1983). 日本付近の深層にも，グリーンランド沖で大気から切り離さ

れた後?およそ2，000年が経過した古い海水が流れている@大気から切り離されてから長い時間が経

過していること雪これが深層水の「熟成性Jである@

(2)清浄性:熟成した古い海水じ新しい海水では何が違うのだろうか@大気と接することはラ太

陽が出ている時間帯なら太陽放射を受けることでもある@生態系における生物生産の主要な担い手は

植物でありラ海洋では植物プランクトンが量的に多く予光合成による有機物の生産において主要な役

を担っている@光が足りないと，植物プランクトン自身の呼吸による有機物の消費が光合成による

を上田るため予実質的な生産(すなわち成長)が生じない。植物プランクトンが成長

するために必要な光がある層を有光層といいラ有光層はヲ沿岸域など水が濁った海域では海面から数

m型水が澄んだ、熱帯外洋域では海面から150m程度でありラ表躍の一部に相当する@従って雪表層よ

り下ではヲ十分な光が届かないためヲ光合成による有機物の生産も植物プランクトンの量も著しく少

ない.一方ヲ生存のためのエネルギーを光ではなし有機物の摂取により獲得する生物を従属栄養生

物という.従農栄養生物は光が届かない環境でも生存が可能であるがヲそのような環境では光合成に

よる有機物の生産がないためヲ餌となる有機物は従属栄養生物に利用されて時間の経過と共に減少

しラその結果，従属栄養生物の量も次第に減少する.この時間の経過が，海面から海水が沈み込んで

からの時間予すなわち海水の年代に相当するのである.またヲ海水が海面から沈み込むとラ大気や湾

JlIを通じて人為起源物質に曝露される機会が減る.クロロフルオロカーボン(特定アロン)は1930年

に製造が開始され型オゾン層を破壊する作用が強いために1995年に製造が中止された人工化合物であ

るが雪今日まで北太平洋の2，000m以深では検出されていない (Warneret al.， 1996).深層水では

表層水に比べて生物や警生物が作り出す有機物ヲ人為起源物質の量が極めて低い@この特徴が深層水

の「清浄性Jである.

5 



(3)富栄養性とミネラル特性:深層水は雪生物や有機物曹人為起源物質については表層水よりも清

浄であるが型 よりも に含む成分がある@それがヲ栄養塩や一部の金属元素である@栄養塩

はヲ栄養塩類とも呼ばれ予植物が成長するために必要な栄養源であり曹窒素源の硝酸イオンとアンモ

ニウムイオンヲリン源のリン酸イオンなどが代表的な栄養塩である@植物プランクトンの体を作って

いる主要な元素は炭素曹水素ヲ酸素曹窒素雪リンである.この内予炭素は炭酸成分9 水素は水素イオ

ン9 酸素は酸素分子として曹それぞれ全深度に渡って海水中に多量に存在するので空植物プランクト

ンがこれらの利用に困ることはほとんどない@植物プランクトンは雪窒素やりンを新たに必要とする

場合はヲ栄養塩を利用する@栄養塩の濃度は表層水では不足気味で雪春や夏に水温や光などの条件が

揃って光合成が盛んになるとラ植物プランクトンに大量に利用されるため表層水中の濃度が検出限界

以下になる海域もある@植物プランクトンに取り込まれた栄養塩は9 有機物に変換され9 一部はその

場にいる生物に使われてしまうが曹中には曹比較的大型で海水よりも密度が大きいものもありヲそれ

らは自身の重みで沈降する@海水中を雪のように降る 9 マリンスノーがその代表である@またラ比較

的小型で海水に漂っているような有機物や曹さらに小型で海水に溶け込んでいるような有機物も雪冬

の表層水の沈み込みや拡散により 9 ゆっくりであるが下に向かつて遼ばれる。運ばれながらヲ有機物

は微生物により分解され曹最終的に炭素は炭酸成分に曹窒素やリンは栄養塩に戻る@古い海水;まどラ

時間の経過によりヲ多くの有機物が分解しているため栄養塩の濃度が高く雪深層水は表賭水に比べて

に含む@この特徴が深層水の「富栄養性Jである.冬に表層水が沈み込むと 9 その分を

補うために中層以深から栄養塩を豊富に含んだ海水が表層まで上昇し雪有光層内の栄養塩の濃度が高

まり 9 光や水湿などの条件が春や夏に揃えば植物プランクトンが活発に光合成をして生産性が上が

る@熱帯域や亜熱帯域では曹冬に表層水が沈み込まないため， '湧昇域と呼ばれる海域を除き曹中層以

深から栄養塩がほとんど供給されず¥年間を通じて生産性が低いe 中層以深の海水が富栄養性である

ことはラ海の生産を支える重要な役割を担っているのである@

また哲生物の多くはヲナトリウムやカルシウム雪鉄雪亜鉛などの金属元素も生きるために必要とす

る@生物に含まれる元素の内，炭素曹水素ラ酸素曹窒索以外の元素を栄養学ではミネラルと定義して

おり曹人間では16種の元素がミネラルとして確認されている@この内曹塩素ヲナトリウムヲマグネシ

ウムヲカルシウムラカリウムは9 海水中に含まれる塩類の上位6種に含まれヲ全ての深度を通じ

にありヲその量は塩分と比例する@一方ラ鉄曹亜鉛などは9 塩素やナトリウムに比べると 9 海水中

の濃度は極めて低く雪海洋化学では微量金属と呼ばれる@微量金属の中にはヲ植物プランクトンに利

用されるため雪 と同様に雪表層水で極めて少なし深層水で比較的多いものがある@植物プラ

ンクトンが必要とする なことも曹深層水の富栄養性である@また雪「海洋深

層水jの取水団体の一部は雪 を中心としたミネラルを構成する元素の比が深層水と表層水で

なることを雪深層水の fミネラル特性jと呼んでいる@

以上の考察を元に，表1で示した「海洋深層水Jの5つキャッチフレーズを関連付けて図4にまと

めた.r海洋深層水Jは曹太陽放射から切り離されてから長時間を経ている(熟成性)ため雪冷たし
季節によらず水温の変化が極めて小さい(低温安定性入またヲ光合成が途絶えてから長時間経って

いるため雪表賭水に比べて生物や9 有機物の量が表層水に比べて少なし人為起源物質の最も少ない
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熟成性
沈み込みにより、太陽放射を受けなくなってから長時間が経過。

抵温安定性
水温が低く九 によらず比較的一定。

生物の数が減少。 、
O 

。

O 
¥ 
O 

国4.r海洋深農水jにおける 5つの特徴(熟成性ヲ
ラル特性)の関{系.

を分解したことによりう

ミネラノレはヲ

よう

なるミネラノレ特性

すと一部

トリウムなどのように

より深層水で多いものもありヲ後者

っているといえる@

す円口

ると型

3。駿河湾の中潜水の特徴

駿河湾では焼津市沖で仁駿河湾深層水jの取水が行われている.r駿河湾深層水Jは，深度
397mと深度687mの2つの異なる深度から汲み上げられておりラ静岡県農業水産部水産振興室の

「駿河湾深層水jパンフレットでは，それぞれ黒潮系と亜寒帯系の「駿湾湾深層水」として紹介され

ている.本稿では， r駿河湾深層水Jの取水口付近または駿河湾の中央部でラ静岡大学理学部生物地
球環境科学科のメンバーが中心となって行った調査結果を基にラ rJ駿河湾深層水Jの2つの深度に注

目して駿河湾の中層水の特徴ついて述べる.尚ラ本稿で示す結果はラ「駿河湾深層水Jとは採取場所

が一致していないためラ「駿河湾深層水jとは数値や傾向が異なる可能性がある.

2004年5月の駿河湾中央部における塩分の深度分布を図5に示した.この時の塩分はラ「駿河湾深

水jが採取されている深度400m付近を中心に他の深度より比較的低かった.これは，中村

(1982)が報告しているように，この深度を中心に駿河湾内に比較的塩分が低い亜寒帯系の北太平洋

中層水が流入していることを示していると考えられる.北太平洋中層水は，冬季にオホーツク海沖で

冷却された表層水が深度200m程度まで沈み込むことで形成される中層水であり雪東に流れながら周

囲の海水と混ざって南に広がり (Yasudaet al.， 1996)，北緯30'"'-'400Nでは沈み込んで、から12'"'-'20年
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国6.2001年10月の駿河湾中央部における海
水の見かけの14C年代@

34.6 

関5.2004年5月の駿河湾中央部におけ
分の深度分布.

34.4一一
砧ii.フヨー

程度経過しているとの報告がある (Warneret al.， 1996).図5に示した結果は曹深度397mと深度

687mの f駿河湾深麿水Jでは397n1の方が塩分が低いことを示しており予 397mの f駿河湾深庸

水jにおける高塩分の黒潮系の海水の流入についてはこのデータからは判断できない@図6に曹 2001

年10月の駿河湾中央部における， 14Cから求めた海水の見かけの年代を示した e 表農水では見かけの

年代がマイナスとなりラ基準となる1950年よりも新しいという結果になったが9 これは核実験や原発

の14Cが増加したことを反映していると考えられる@一方警「駿河湾深層水Jが採

かけの年代はそれぞれ420 と1，350

い北太平洋中膳水が深度400mを中心

には14Cによる見かけの年代よ

かけの年代が

に近い400mと800mでは雪この時の

yBPであった。塩分の深度分布は雪見かけの年代が非常に

に流入していることを示唆しており(図 5)曹

により

取されている

には9

りもさい海水が流入していると考えられる@このことは1.400m以深の海水の

(図 6)雪世界で最も古い海水の見かけの14C である2，100yBPに近いことか

自を選び曹観測期間におけるそれらの測定値の平均値

(400 mおよび700m付近入深層水 (1，000m) ごと

-8 

1，830 yBPであり

らも支持される@

「海洋深層水jの5つの特徴の指標となる

を算出しラ表層水 (10m)雪と
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は警肉眼で観察できないサイズの生物でありヲ特殊なフィルター

しないと きないことからヲ清静性の指標として有機物と共に取り上げた.

はヲ る有機物の内ラ孔径1μmのフィノレターを通過できるラ小さい有機物に含まれる

ブラックスは予海水中に鴻斗型の容器を設置しラその上面から

される

については予測定した

シャル水温ラ塩分ヲ

On press)ヲ

タである@

を，

はIwataet al. On press)ラ

(2002)のデータを使用し f'- • 

ものである@

についてまとめた。ポテン

はShinomuraet al. 

自については のデ

2から事「駿河湾深層水jが採取されている深度397mと687m付近の海水の観測時における

徴としてヲ以下の点が挙げられる@

2 におけ におけ し
てある(ヂー 3 "-' 14). 観測期

開と観瀦位置は競j期項詰ごと と位置を揃えてある.

表題水 中j替水 深農水
観測位寵 観測期間

10m 400m 700m 1.000 m 

ポテンシャル水混 CC) 湾中央部 2000.4""'2002.2 19.8:t4.3 7.9念仏5 5.4土0.33 3.3土0.1

塩分 湾中央部 2000.4~2002.2 34.18:t0.42 34.30:tな02 34.32:t0.01 a 34.45土0.01

微量金藤元素 (nmollQ)

鏑 湾中央部 1999.11.15'"""'18 1.5b 1.4 l.4C 1.5 

モリブデ、ン 湾中央部 1999.11.15""'18 108b 111 112C 114 

産鉛 湾中央部 1999.11.15""'18 3.6む 4.3 5S 8.6 

マンガン 湾中央部 1999.11.15""'18 1.5b 5.0 7.3C 6.8 

検出臨界以

コノ〈ノレト 湾中央部 1999.11.15"'18 下 0.20 O.13C 0.11 

鉄 湾中央部 1999.11.15"'18 1.1む 6.3 4.0C 3.4 

有機物

溶存有機炭素譲渡炉問ol/Q) 湾中央部 2000.9.......2001.10 65.5会8.6 44.1之3.1 43.8土2.8a 41.7玄2.8

設諮靖磯炭素ブラックス(gm'2a1) 湾西部 2001.5"'2001.11 2.8:t1.0d 5.2ごを2S 10.2玄2.4 未定量

従属栄養微生物の数

細菌(舘体数/的 湾中央部 2004.5.19， 20 (7.3会0.6)x108 (1.1太0.1)x108f (0.93玄0.08)x108c (0.72土0.07)x1

微小鞭毛虫類(錨体数/Q) 湾中央部 2004.5.19， 20 (11O:!:40)x103 (14:!:4.6)x103 f (7.7玄1.9)x103c (7.0土O.8)xl0

織毛虫類(錨宇客数1ft) 湾中央部 2004.5.19， 20 440土50 6.6玄3.1f 3.1土1.4C 3.4:!:1.7 

硝酸イオン (nmo1Jft) 湾中央部 2000.4"'2002.2 1.83:!:2.88 28.34:t2.14 35.21土1.463 38.75土1.96

リン穀イオン (n詔 o1!ft) 湾中央部 2000.4"'2002.2 0.18土0.19 1.99:を0.12 2.51:t0.073 2.73玄0.11

14Cによる見かけの年代 (yBP) 湾中央部 2000.4"'2002.2 岨550:t70 550:士180 1140玄80a 1660:t60 

a深度600mにおける鑑 b深度5mにおける値 c深度800mにおける鑑

d深度 100mにおける値 e深度300mにおける僅 f深度500mにおける鑑
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①水温は400mよりも600mの方が2
0

C程度低し深層水ではさらに 2
0

C程度低かった@

②塩分は400mより600mの方が高かったがラその差は海水 1Qあたり0.02g程度であり， 400 m 

の海水の塩分を基準に考えると， 0.05%程度の増加であった@

③6種の微量金属は雪表層から深層まで濃度がほぼ変わらない群(銅曾モリブデン)と宮表層より

中層以深で濃度が高い群(亜鉛ラマンガン，コバルト警鉄)に分かれた@中層以深における後者の深

度分布は観測場所により傾向が異なっており(データ未掲載入これらの供給メカニズムが湾内で異

なっている可能性がある@

④従属栄養微生物の数は雪 に比べて500mで 1桁(細菌ヲ微小鞭毛虫類)から 2桁(繊毛虫

類)近く少なかった.500 m と800mでは細菌の数はあまり変わらなかったが雪微小鞭毛虫類と繊毛

虫類の数は半減した@この結果はラ微小鞭毛虫類と繊毛虫類の簡となる小さい植物プランクトンが

500mから800mの間で減少している可能性を示している e 800 mの値は警 3つの生物群とも?深層

水の値とほぼ閉じでありヲ餌の量や敵の数が800mと深層水で大きく変わらないことを示唆してい

る@

⑤溶存有機炭素の濃度は表層型 400叫 600mのJI震で低く曹沈降有機炭素ブラックスは700叫 300

m雪100mのJI買で低かった@深い深度で沈降有機炭素ブラックスが高かった要因として雪海底地形や

水平方向の流れの影響により雪海底堆積物から存機物が舞い上がって捕集された可能性がある@

⑥栄養塩の濃度はヲ表層予 400m曹600mのJI買で高かった。このことと 9 溶存有機炭素の濃度が表

400 m， 600 mのJI頃で低かったこと(⑤)から曹 600mの方が400mより有機物の分解が進んで

いると考えられる。

⑦14Cによる見かけの年代は雪観測期間で平均すると400mで550yBP曹600mで1，140yBPで

あった@年代が若い北太平洋中間水の流入や曹有機物分解や生物の殻および骨格の溶解による14Cに

比較的富んだ、炭酸成分の供給を考えると予駿河湾内には見かけの年代よりもかなり古い海水が流入し

ていると考えられる@

ιf海洋深層水jの利用

現在曹取り組まれている「海洋深層水jの商業利用は雪低温安定性を利用したエネルギー開発(海

洋温度差発電)や省エネルギー化(食品などの冷却)と曹清浄性ヲ富栄養性9 ミネラノレ特性を利用し

た製造業での活用(植物の栽培予養殖曹健康食品の開発なのに大別できる e しかし曹後者について

はヲ多くの「海洋深層水」が中層で採取されているため曹場所によっては栄養塩害有機物曹人為起源

物質などが河川や大気から表層に流入し型中間に負荷されている可能性がある@これは， r海洋深層
水Jと北太平洋の深層水で大きく異なる点である@またヲ採取する深度が海底に近いと 9 沈降有機炭

ブラックスのデータ(表2)が示唆するように苦海底堆積物から有機物などが巻き上がる可能性が

あり 9 必ずしも深ければ清浄な海水が得られるとは限らない@加えてヲ採取した「海洋深層水Jの保

存の方法が悪いとラ存機物の混入や事微生物の繁殖が生じる@最近の研究では， r海洋深層水」に光
を当てるだけで光合成による有機物生産が盛ん記行われ曹植物プランクトンだけでなし微生物や動

物プランクトンも爆発的に増加することが確認されている(鈴木他未発表入これは曽有光層から
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沈んでき

し

ンクトンカ支

えられる e

る

し。 たると を科用

における荷効性と採算性の検証はラまだ始まっ

(http://wwwおdowa.org/top.html)などの活動を通じて

ら海洋の研究に携わる私から見るとヲ「海洋深層水J

た

ちょっと

し

きたこと に関心 えたと

えるとヲ「海洋深

にとっても未知の力を秘めているよう

るかもしれない e そう

もしてくるの る.
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